
水産物来週の見通し（8/26～8/31） 

 

【鮮魚の概要】 

 

夏枯れと台風の影響により入荷、価格ともに不安定な見込みです。 

前半は、ブリ、鮭、筋子などの入荷が多い予想も、後半は減る見込みです。 

  

【主要品目】 

 

鮮マグロ⇒本マグロは、長崎産、愛媛産、鹿児島産、熊本産の国産養殖が中心に入荷。 

インドマグロ、バチマグロ若干、カナダ産ジャンボマグロ入荷予想。 

 

ホタテ  ⇒オホーツク方面が中心に入荷。数量少なめ、価格高値。 

     殻付き、むき身は少なくなる見込みです。 

 

ホッキ ⇒胆振方面、日本海方面が中心に入荷。数量安定、価格安定。 

 

ウニ   ⇒日本海方面、オホーツク方面が中心に入荷。数量安定、価格不安定。 

ロシア産は、数量安定、価格不安定。 

 

貝ツブ  ⇒真つぶは、様似産、襟裳産が中心に入荷。数量少なめ、価格高値。 

     

毛ガニ  ⇒胆振方面が中心に入荷。入荷不安定、価格高値。 

 

エビ  ⇒ボタンえびは、日本海方面、羅臼方面が中心に入荷。数量不安定、価格高値。 

南蛮えびは、増毛産が中心に入荷。数量不安定、価格不安定。 

 

タコ   ⇒オホーツク方面、積丹産が中心に入荷。数量不安定も、価格安定。 

 

キンキ ⇒網走産、根室産が中心に日高産も入荷。数量不安定、価格不安定。 

 

ヒラメ ⇒日本海方面、噴火湾方面が中心に入荷。数量少なめ、価格高値。 

 

カレイ ⇒真ガレイは、日高産、釧路産、オホーツク方面が中心に入荷。数量不安定、価格高値。 

黒ガレイは、日高産、根室産、オホーツク方面が中心に入荷。数量不安定、価格高値。 

 

するめいか⇒青森県産、松前産ほか日本海方面が中心に入荷。日に日にサイズも良くなります。数量

安定も、価格不安定。 

      時化なければ朝いかも入荷。 

殻付かき⇒厚岸産、昆布森産、宮城産が中心に入荷。身入り良好。数量安定、価格安定。 


